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上田秀一 ･田辺稔邦 (京都府立医大 ･解剖)
霊長類の副腎､眼球および眼球付属器 (涙腺)
における生理活性物質 (アミン､ペプチド)およ
び生合成酵素 (チロシン水椴化酵素)の組織内局
在を明らかにする目的で､ニホンザルの副腎､網
膜および涙腺を免疫組絞化学的に検索した.
宗長頬研究所にて､ニホンザル (2匹)を麻酔
下により尖験校を行った｡実験殺後､開胸し､左
心室より生理食塩水による前碓流さらに4%パラ
ホルムアルデヒド､0.2%ピクリン酸を含むリン
酸校街液 (pH7.6)にて津流固定を行った.副腎､
眼球および涙腺を持出し､同固定液にて後固定､
サッカ●ロース浸出後､クリオスタットにて薄切し､
浮遊切片のまま免疫染色を施した｡また切片の-
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